
NPO法人横浜日独協会 第 58回理事会議事録 

（オンライン会議） 

 

１．日   時  2022年 2月 19日（土）13:00～14:30 

２．会   場  オンライン会場 

３．理 事 総 数  23名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

成川会長 能登副会長 向井副会長 大瀬副会長 南雲常務理事 

山口常務理事 寺澤常務理事 大堀常務理事 坂井理事 中尾理事 

藤田理事 小貫理事 大治理事 地野理事 野澤理事 齊藤事務局長 

委任（議長）： 小島理事 神永理事 佐藤理事 西条理事  

         以上 20名 

（欠席理事）ゼーリヒ理事 ユーデック理事 北井理事 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第 33条および第 37条にもとづき成川会長は、新型コロナウィルス感染防止対 

策のため、本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え１月 17日全役員にメー 

ルで通知した。本会議はオンラインシステムを用いており、音声と画像がきちんと伝 

わり、適時的確な意思表明がお互いにできることを確認した。 

定款第 34条の規定により、成川会長を議長とした。 

本理事会の議事録署名は議長の成川会長、能登副会長、向井副会長とした。 

 

６．議題 

第１号議案 報告事項について 

① 会員実績：191 個人／団体（個人 134 名、ヤングクラブ青年 7 名、ヤングクラブ

学生 35名、法人 15社） 

② 資金状況：2月 18日現在 合計 1,036,544円 

     ゆうちょ振替口座 2,000円 

     ゆうちょ総合口座 798,349円 

     横浜銀行     236,195円 

※講演会講師謝礼 22,247円（黒川剛） 

③ 会報／ＨＰ:  

④ 事業実績（予定）報告： 

○日独協会連合会副会長会議（2/15）が開催され、柚岡事務局長並びに早瀬氏か 

ら報告があった。2022年度以降の連合会副会長には横浜日独協会から早瀬氏に 

代わって成川会長が就任することとなった。古森連合会会長は次期総会で退任 

し、日立製作所 CEO東原敏昭氏が就任する予定。総会は 4月下旬オンラインの 

予定。（成川会長） 



⑤ 会議スケジュール： 

第 58回理事会：2022年 2月 19日（土）13:00～14:30（オンライン） 

第 59回理事会：2022年 3月 19日（土）13:00～14:30（オンライン） 

第 60回理事会：2022年 4月 23日（土）13:00～14:30（オンライン） 

第 61回理事会：2022 年 5 月 21 日（土） 

第 8回総会：2022 年 5 月 21 日（土）13:30～14:30 

議題／21 年度事業報告・決算、22 年度事業計画・予算、定款変更、役員改選他 

第 62回理事会：2022 年 6 月 18 日（土）13:00～14:30 

  

 以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第２号議案 プロジェクト／イベントについて 

 〇オンライン講演会：2022年 2月 19日（土）15:00～17:00 

  講師：毛受敏浩 公益財団法人日本国際交流センター執行理事 

   「日本における外国人材受入問題～ドイツとの比較～」（仮題） 

 〇横浜市フランクフルト市友好都市 10周年記念コンサート 

  ⇒ピアニスト古畑祥子氏による会員（家族等含む）100名招待 

  主催：SF Music Promotion／協賛：メッツラー銀行／共催：JDGY・DJW 

  日時：2022年 3月 17日（木）18:30～ 

  場所：神奈川県民ホール・小ホール 

〇オンライン講演会：2022 年 4 月 23 日（土）15:00～17:00 

    講師：伊藤亜人東大名誉教授。文化人類学者、専門は韓国研究。 

〇5 月イベント（対面？オンライン？）：2022 年 5 月 21 日（土）15:00～17:00 

 ※総会と同日、対面講演会が可能であればドイツ大使館フィーツェ公使を第一候補。 

〇6 月イベント： 2022 年 6 月 18 日（土）15:00～17:00、内容未定 

○7 月イベント：2022 年 7 月 16 日（土）15:00～17:00、武田章寛青年会員とトークコンサー 

ト、さくらプラザリハーサル室。 

○8 月イベントは休み。 

○ＪＤＧＹ設立 10 周年大茶会（三渓園）：11 月 21 日（月）確定。ドイツからヴィースホイ夫 

妻他出席予定。 

 

 以上、プロジェクト／イベントについて全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 2021年度事業報告ならびに 2022年度事業計画について 

  21年度はコロナ禍の影響で対面での事業はできなかった。来年度も不透明ではあ 

るが事業計画は対面実施も含めた計画として立案する。コロナ禍での行動制限は予 

想されるが、今日まで実施してきたオンライン講演会や Youtubeチェンネルによる 

情報提供等、これら蓄積してきたノウハウを活かしていきたい。また、次年度から 



は予算と執行状況が月次でわかるよう工夫していきたい。（成川会長） 

 高校生作文コンテストについては、横浜市国際局とも協議してきたが、不透明な 

コロナ感染情勢のため作文の募集はしない。（佐藤委員長） 

 中小企業支援事業として開催した建築環境セミナー2021の YouTube動画について、 

講演者（パッシブハウス・ジャパン代表森氏）から動画データは横浜日独協会に版 

権があるので、一般市民を対象に公開するのであれば、有料化することで収入源に 

なるのではないか、とアドバイスをもらった。有料化で視聴者が少なくなることが 

考えられるので、現時点では有料化は考えない。（大瀬委員長） 

  2021年度事業実績のまとめと次年度の課題について、後日役員宛に記載用紙を送 

付する。コロナ禍収束を想定し、事業の展開を強化するポイントと予算概算を添え 

て提案してほしい。総会までのスケジュールを確認して、事業計画については 3月 

理事会で決定する必要があるので、3月上旬には事務局に届けてもらいたい。（齊藤 

事務局長） 

  

 以上、2021年度事業報告ならびに 2022年度事業計画について全理事一致して承認された。 

 

 

以上で本日のすべての議事は終了した。オンライン会議において音声・画像が確認でき適

時的確な意思表明と双方向性は終始異常なく維持されたことを確認し、議長は閉会を宣した。  

 

 

以上、オンライン会議による理事会の議事録が正確であることを証します。  

 

2022年 3月 28日  

 

議 長  成川 哲夫 

 

議事録署名人  能登 崇 

 

議事録署名人  向井 稔 


